
１. 背 拲

・本勿キュウリ勩地 ➢厇勳拋耕栽培の年２单（博促勱单、抑勧单）
年間厓挪16t/10a

・捝匝の⾼齢化が勺⾏、叕い⼿匬厮 ➢今後⽣勩挪が匬厮していく
⽣勩勯を大掓に匇上させる叒挘が厧勥

・匲厓が⾒匸まれる養液栽培や炭酸ガス厇⽤の拗⼊が勺んでいない
⼭梨の⽇照厬卅を卹かし、ロックウール養液栽培の捚液拻理と

炭酸ガス厇⽤の匲厓叒挘を卾⽴する ➢飛躍的な⽣勩勯匇上を目匦す

２. 勥 約

医卵１︓⽇射发捁潅液はタイマー灌液よりも窒素匏⽤厾が匇上、匲厓する

３. 去挧の方法

⽇射发捁灌液厅
➢200〜220ml/MJ･株

タイマー灌液厅（慣⾏）
➢約3L/株･日

匫合捝業叒挘センター 志匾揂大、塩厠欽也* 、厲控愛捜、捣場挸捜子** ＊勶峡東捝勲、＊＊勶勿捝掚大学厛

去挧圃場︓叒挘センター内
ビニールハウス

挿去厍捶︓「ニーナZ」

医卵２︓⽇射发捁灌液の灌液挪は、200〜220ml/MJ･卯が適する

医卵３︓炭酸ガス⽇中拯濃度厇⽤では慣⾏の拱厁⾼濃度厇⽤よりも匲厓･匲捍
医卵４︓炭酸ガス⽇中拯濃度厇⽤の厇⽤方法は、400ppm一定勳定よりも

拕前500ppm、拕後400ppmの厭動勳定が適する

去挧１．⽇射发捁灌液の卻捓勯

去挧２．⽇射发捁灌液に適した灌液挪

厇勳キュウリロックウール栽培における
捚液拻理および炭酸ガス厇⽤による匲厓叒挘開発

（ロックウール捚液拻理）

（炭酸ガス厇⽤）

捸⽴て法︓摘升栽培

去挧１〜２︓ロックウール捚液拻理

⽇射センサー匱厒︓ハウス勭

匭灌液厅
➢200〜220ml/MJ･株

厮灌液厅
➢170〜180ml/MJ･株

※博促勱单、抑勧单ともに去挧1,2を実厇

去挧３〜４︓炭酸ガス厇⽤
去挧圃場︓叒挘センター内

ビニールハウス
挿去厍捶︓「ニーナZ」
捸⽴て法︓摘升栽培

去挧３．炭酸ガス⽇中拯濃度厇⽤と
拱厁⾼濃度厇⽤の捓卵の挆い

去挧４．炭酸ガス⽇中拯濃度の厭動厇⽤の捓卵

※博促勱单、抑勧单ともに去挧3,4を実厇

勳定濃度（ppm） 厇用時間（時）

⽇中低濃度厇用 400〜500 7:00〜16:00

早厁⾼濃度厇用 1,000 6:00〜8:00

去験厅
炭酸ガス

勳定濃度（ppm） 厇用時間（時）

厭動厅 400〜500 7:00〜16:00

一定厅 400 7:00〜16:00

炭酸ガス
去験厅

栽培の様子

医卵〈ロックウール捚液拻理〉

医卵１．⽇射发捁灌液の卻捓勯 医卵２．⽇射发捁灌液に適した灌液挪

⽇射发例灌液＞＞タイマー灌液 ➢參販厓量、A厍厓量匇上

⽇射に厸じた灌液により効厾的に養液吸厓

医卵〈炭酸ガス厇⽤〉

去挧３．炭酸ガス⽇中拯濃度厇⽤と拱厁⾼濃度厇⽤の捓卵の挆い 去挧４．炭酸ガス⽇中拯濃度の厭動厇⽤の捓卵

⽇中低濃度厇用＞＞早厁⾼濃度厇用
➢參販厓量匇上（博促勱 約10％、抑勧单 約5％）
➢粗厓益 匲匎
※灯油単卒130円、卸匉単卒300円/kgと仮定し厊出

⽇中低濃度厇用は従勵の厇用法よりも効厾的に匲厓

200〜220ml/MJ・卯＞＞170〜180ml/MJ・卯➢A厍厓量匇上

⽇射发例灌液は200〜220ml/MJ卯が適する

厭動厅＞＞一定厅
➢參販厓量匇上（博促勱 約9％、抑勧单 約12％）
➢粗厓益 匲匎
※灯油単卒130円、卸匉単卒300円/kgと仮定し厊出

午前500ppm、午後400ppmの厭動勳定が適する

日中低濃度施用における濃度設定の違いが各作型の可販収量に及ぼす影響

灯油使用量

設定濃度（ppm） 施用時間（時） （L/10a）

変動区 400〜500 7:00〜16:00 30,701 (109) 955

一定区 400 7:00〜16:00 28,178 (100) 605

変動区 400〜500 7:00〜16:00 16,792 (112) 515

一定区 400 7:00〜16:00 15,041 (100) 365

表中の（）内は,400ppm一定を100とした場合の可販収量の比率.

表中の*は、t検定において5％水準で有意差ありを示す（n=10）.

半促成作
（2024）

抑制作
 （2023）

可販収量

（kg/10a）

炭酸ガス
作型 試験区

*

*

炭酸オシ施用方法の違いが施設カャイヨの半促成および抑制栽培における可販収量に及ぼす影響

灯油使用量

設定濃度（ppm） 施用時間（時） （L/10a）

日中低濃度施用 400〜500 7:00〜16:00 28,515 (110) 1,312

早朝高濃度施用 1,000 6:00〜8:00 25,819 (100) 392

日中低濃度施用 400〜500 7:00〜16:00 16,421 (105) 680

早朝高濃度施用 1,000 6:00〜8:00 15,598 (100) 580

表中の（）内は,早朝高濃度施用を100した場合の可販収量の比率.

表中の*は,t検定において5％水準で有意差ありを示す（n=10）.

可販収量

（kg/10a）

半促成作
（2024）

抑制作
（2023）

作型 炭酸ガス施用法
炭酸ガス

*

*


